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＜概要＞ 

 現在、橋梁などのインフラ構造物の検査は検

査員による目視検査が主流である。目視検査

における課題としては、検査員の技量や体調に

よって判断結果が異なることが挙げられる。 

 本研究では、インフラの損傷（鉄部の腐食、コ

ンクリートのひび割れ）の程度を画像解析によ

って定量的に評価することにより、上記の課題

を解決した。 

 

＜アピールポイント＞ 

 画像解析によって、従来検査員が行っていた

検査（大阪府の管理台帳）と同等の評価結果が

得られた。 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

・インフラ構造物の目視検査の置き換え 

 

＜関連する知的財産権＞ 

現時点では予定なし 

 

＜関連するＵＲＬ＞ 

特になし 

 

＜他分野に求めるニーズ＞ 

特になし 
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